


仮
称
じ
舳
…
の
木
公
園
へ
の

－
富
士
北
麓
地
域
共
同
火
葬
場
建
設

・
住
民
基
本
台
帳
と
町
税
の
シ
ス
テ
ム
化
－

仮称 ・柿の木公園の建設状況を視察する町議会議員

帽決醐１胴 ■膿湘○

連合審査会 ・議案審査

問
　
役
場
庁
舎
改
修
計
画
に
水

道
課
事
務
室
の
整
備
と
あ
る

が
、
広
く
よ
り
良
い
環
境
に
し

た
ら
ど
・
つ
か
。

町
長
　
構
造
上
問
題
が
生
じ
な

い
よ
う
検
討
の
上
、
広
げ
る
方

向
で
改
修
し
た
い
。

【
審
竈
案
件
：

間
　
総
務
費
計
上
、
公
園
等
の

借
地
の
借
上
料
が
昨
年
と
同
額

計
上
と
な
っ
て
い
る
が
。

町
　
関
係
地
主
と
の
協
議
の
中

で
借
上
料
の
値
下
げ
を
要
請
し

た
が
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
。

鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問
公
園
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
把
握
し
て
い
る
の
か
。

町
　
特
に
利
用
状
況
は
調
べ
て

い
な
い
。
利
用
状
況
の
把
握
に

努
め
た
い
。

意
見
　
公
園
経
費
と
比
較
検
討

し
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
施

設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
も
ら

い
た
い
。

　
一
同
意
一
２
件

同
意
－
　
教
育
委
員
会
の
委
員
の

　
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

同
意
２
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委

　
員
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

－２■

何
々
の
デ
ー
タ
■
が

　
竈
れ
な
い
よ
う
に

問
　
固
定
資
産
基
礎
資
料
作
成

委
託
の
内
容
は
。

総
務
課
　
平
成
１
２
年
度
ま
で

に
、
納
税
者
へ
固
定
資
産
の
課

税
明
細
の
提
示
を
行
う
よ
う
自

治
省
よ
り
指
導
を
受
け
、
航
空

写
真
撮
影
、
地
番
図
作
成
等
の

委
託
費
で
あ
り
、
平
成
８
隼
度

か
ら
３
年
計
画
で
行
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
［
報
告
］
１
件

承
認
－
　
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
＾
平
成
９
年
度
西
桂
町
一
般
会

　
計
補
正
予
算
５
号
議
定
）

　
［
条
例
］
１
２
件

議
案
－
　
西
桂
町
職
員
の
勤
務
時

　
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正

○
法
律
改
正
に
伴
う
職
員
の
母
子



県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
の
整
備
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
５
日
本
会
議
・
賛
成
討
論

　
平
成
ｍ
年
度
西
桂
町
一
般
会

計
予
算
議
定
に
つ
い
て
の
賛
成

討
論
を
行
い
ま
す
。
前
年
度
予

算
に
比
べ
て
５
・
２
％
の
マ
イ

ナ
ス
計
上
と
な
る
当
初
予
算
で

あ
り
ま
す
。
歳
入
は
町
税
に
お

い
て
景
気
低
迷
の
な
か
４
億
円

余
り
が
確
保
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
り
、
補
助
事
業
に
取
り
組
み
、

基
金
の
運
用
と
有
利
な
地
方
債

を
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
財
源

確
保
に
努
め
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
歳
出
は
総
合
行
政
シ
ス
テ

ム
化
事
業
、
生
活
環
境
整
備
に

お
け
る
ゴ
ミ
収
集
日
を
増
や
す

事
業
、
三
ツ
峠
周
辺
整
備
事
業

に
よ
り
町
の
活
性
化
を
図
り
、

柿
の
木
公
園
建
設
で
は
、
倉
見

側
か
ら
の
進
入
路
の
用
地
買
収

費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
平
成
１
０
年
度
予
算
は
活
・
活

西
桂
建
設
の
各
種
事
業
の
全
容

が
い
よ
い
よ
町
民
の
前
に
示
さ

れ
る
大
切
な
時
期
に
あ
る
予
算

と
い
え
ま
し
さ
つ
。
町
長
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
県
道
富
士
吉
田

西
桂
線
の
整
備
に
向
け
て
は
、

県
に
対
し
て
早
期
に
強
力
な
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
町
の
事
業
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
綿
密
か
つ
慎
重
な

事
業
計
画
と
早
期
か
つ
着
実
な

事
業
実
行
を
切
に
お
願
い
し
、

私
の
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
｝

保育所虫歯予防教室豊作だった小学生のたんほ

仁る
事
業
で
あ
る
。

意
見
　
個
々
の
デ
ｉ
タ
が
外
部

に
漏
れ
な
い
よ
う
、
厳
重
に
管

理
さ
れ
た
い
。

間
　
民
生
費
計
上
、
保
育
所
の

管
外
委
託
金
が
多
い
が
、
町
以

外
の
方
で
町
に
措
置
さ
れ
て
い

る
人
、
町
の
方
で
町
以
外
の
保

育
所
に
措
置
さ
れ
て
い
る
人
は

何
人
か
。

住
民
福
祉
課
　
管
外
よ
り
８
名

を
受
け
入
れ
て
お
り
、
管
外
へ

の
委
託
は
１
５
名
で
あ
る
。

問
収
入
額
に
よ
っ
て
保
育
料

が
変
わ
る
の
で
は
、
若
い
共
働

き
の
家
庭
の
子
供
が
入
所
で
き

な
い
の
で
は
。

町
長
　
保
育
料
に
つ
い
て
は
現

行
の
法
律
で
は
い
か
ん
と
も
し

難
い
。
今
は
保
護
者
が
保
育
所

を
自
由
に
選
択
も
で
き
る
。

問
　
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務

組
合
で
火
葬
場
建
設
が
実
施
さ

れ
る
が
、
衛
生
費
計
上
の
、
当

町
負
担
金
の
算
定
方
法
は
。

町
当
町
の
負
担
金
は
、
人
□

割
７
０
％
、
均
等
割
３
０
％
で
あ
る
。

間
　
土
木
費
計
上
、
町
営
住
宅

の
清
掃
委
託
の
詳
細
は
。

建
設
課
　
受
水
槽
、
植
木
の
手

入
れ
、
草
刈
り
清
掃
、
砂
場
の

除
菌
の
委
託
で
あ
る
。

意
見
　
自
分
た
ち
の
住
む
家
と

そ
の
周
辺
を
清
掃
す
る
こ
と
は

町
民
の
多
く
が
実
行
し
て
お
り
、

団
地
入
居
者
が
自
発
的
に
清
掃

す
る
よ
う
指
導
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

問
公
園
費
の
公
有
財
産
購
入

費
の
内
容
は
。

建
設
課
　
倉
見
側
よ
り
柿
の
木

公
園
に
通
じ
る
進
入
路
確
保
の

た
め
、
道
路
敷
地
と
桂
川
に
か

け
る
つ
り
橋
の
敷
地
と
な
る
た

め
の
購
入
費
用
で
あ
る
。

間
　
教
育
費
計
上
、
学
校
費
に

学
校
田
管
理
委
託
費
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
米

を
作
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
　
小
学
校
に
お
い

て
は
古
代
米
と
い
う
も
ち
米
を

作
り
、
赤
飯
と
し
て
給
食
で
使

用
し
た
。
中
学
校
で
は
学
校
田

に
も
ち
米
と
う
る
ち
米
を
半
々

に
作
り
、
家
庭
科
の
授
業
で
使

用
し
た
。

　
健
康
管
理
の
勤
務
条
件
の
変
更

議
案
２
　
西
桂
町
職
員
給
与
条
例

　
の
一
部
改
正

○
特
定
幹
部
職
員
の
期
末
勤
勉
手

　
当
の
支
給
率
の
変
更

議
案
３
　
西
桂
町
税
条
例
の
一
部

　
改
正

○
法
律
改
正
に
伴
う
町
税
の
特
別

　
減
税
等
の
実
施

議
案
４
　
西
桂
町
国
民
健
康
保
険

　
税
条
例
の
一
部
改
正

○
法
律
改
正
に
伴
う
字
句
追
加

諏
案
５
　
西
桂
町
家
庭
奉
仕
員
派

　
遣
手
数
料
条
例
の
全
部
改
正

○
県
の
指
導
に
よ
り
字
句
訂
正

訟
案
６
　
西
桂
町
立
保
育
所
入
所

　
措
置
条
例
の
全
部
改
正

○
法
律
改
正
に
伴
う
入
所
手
続
、

　
保
育
時
問
等
措
置
基
準
の
変
更

議
案
７
　
西
桂
町
乳
幼
児
医
療
費

　
助
成
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

○
法
律
名
改
正
に
伴
う
字
句
訂
正

議
案
８
　
西
桂
町
重
度
心
身
障
害

　
者
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改

　
正

○
法
律
名
改
正
に
伴
う
字
句
訂
正

議
案
９
　
西
桂
町
母
子
家
庭
医
療

　
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

○
法
律
名
改
正
に
伴
う
字
句
訂
正

護
案
１
０
　
西
桂
町
老
人
医
療
費
助

　
成
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

○
法
律
名
改
正
に
伴
う
字
句
訂
正

諭
案
１
１
　
西
桂
町
廃
棄
物
の
処
理

　
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
全

　
部
改
正

○
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
に
伴
う
町

　
の
運
用
方
法
の
見
直
し

　
　
乍
５
ぺ
ー
ジ
に
続
く
↑

■３■



｛８○則

運合審査会 ・議案審査

間
　
漏
水
調
査
の
詳
細
に
つ
い

て
説
明
願
い
た
い
。

水
道
課
　
漏
水
調
査
は
耳
で
聞

き
取
る
調
査
で
、
１
０
年
度
は
高

区
の
給
水
区
域
、
倉
見
・
下
暮

地
の
調
査
を
実
施
す
る
。

間
　
新
水
源
井
調
査
の
結
果
、

水
が
出
な
か
っ
た
場
合
、
業
者

に
支
払
い
は
し
な
い
の
か
。

水
道
課
　
成
功
報
酬
と
い
う
方

法
は
考
え
て
い
な
い
。
ｌ
Ｏ
Ｏ
ｍ

程
度
掘
る
と
現
在
の
高
区
の
水

脈
が
あ
り
、
水
が
出
る
見
込
み

で
調
査
す
る
。

問
　
新
水
源
の
候
補
地
を
試
掘

し
た
後
に
土
地
売
買
の
契
約
を

し
た
方
が
良
か
っ
た
の
で
は
。

ｎ
入
し
た
土
螂
で

水
が
出
な
い
時
に
は

町
長
　
試
掘
の
後
で
は
地
主
さ

ん
か
ら
条
件
を
出
さ
れ
る
可
能

性
が
高
い
。
も
し
水
が
出
な
か

っ
た
場
合
、
従
来
の
水
源
地
よ

り
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
を
実
施
し
、

貯
水
池
と
し
て
利
用
し
て
い
く
。

問
　
公
債
費
は
現
状
で
元
金
は

い
く
ら
で
、
ど
の
よ
う
な
支
払

方
法
を
取
っ
て
い
る
か
。

水
道
課
　
借
入
先
は
関
東
郵
政

局
等
、
償
還
隼
限
は
３
０
年
間
、

借
入
総
額
は
ユ
億
６
千
万
円
で
、

償
還
中
の
た
め
現
在
高
ユ
億
２

千
３
２
０
万
円
余
り
で
あ
る
。

幽
、
一

、
磯
榊
．
，

町地内簡易水道水源地の現況

平成１０年度下水道管布設予定の柿園地内国道

平
威
１
０
年
虜

蓄

下
水
遺
会
計
当
初
予
算

　
　
　
墨
　
　
　
　
　
岳
垂
甘
姜

問
　
起
債
の
将
来
的
な
見
通
し

を
。水

道
課
　
流
域
負
担
金
、
公
共

下
水
道
事
業
の
事
業
内
容
が
流

動
的
で
あ
る
た
め
、
現
状
で
は

確
定
し
た
数
字
は
算
出
で
き
な

い
。

　
当
初
計
画
の
事
業
費
に
つ
い

て
は
総
額
４
０
億
円
で
、
２
分
の

ー
国
庫
補
助
、
町
の
負
担
が
２
０

億
円
の
見
込
と
な
っ
て
お
り
、

起
債
で
ま
か
な
う
の
で
概
ね
２
０

億
円
程
度
の
借
入
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

い
・
＼

一甘
一

平成１０年度下水道管布設予定の柿園地内現場

問
町
民
の
下
水
道
加
入
率
を

！
０
０
％
に
し
て
い
く
こ
と

が
、
町
の
財
源
を
確
保
す
る
上

で
も
非
常
に
重
要
と
思
わ
れ
、

町
民
が
負
担
す
る
内
容
に
つ
い

て
今
か
ら
理
解
を
求
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
竈

水
道
課
　
審
議
会
に
お
諮
り
し

て
事
業
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、
広
報
に
よ
り
町
民
に
対
し

て
理
解
を
求
め
て
い
く
。

意
見
　
住
民
に
多
大
な
負
担
を

求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
住
民

へ
の
周
知
理
解
に
努
力
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
す
る
。

■４■



平成１０年度予算の主な事業
活・ 活西桂建設のための重点施策

事　　業　　名 概　　　　　　　　　　要 予算（単位１千円）

基　　　　盤　　　　整

１首路体系の整備

下水道の整備

生清の基盤整備

小沼中央線舗装（新規〕、 通学路及び仮称柿の木公園進入路改良、三
ツ峠２号線コンクリート舗装、三ツ峠２号線土留設置（新規）、 西桂
町道路建設相談委員会運営事業（新規）

公共下水道管渠布設（柿園地区 ・第４処理分区内、国道沿い及び町
道〕、 実施設計 ・認可設計委託、補償費

ゴミ収集委託、資源ゴミ回収委託、粗大ゴミ最終処分委託、ペットボ
トル処理、ＥＭ菌用生ゴミ処理容器補助、ゴミステーション設置改良
補助、生ゴミ処理ボックス補助

３千０７５万３

１億２千８０６万Ｏ

１千４５０万４

産　　　　業　　　　振 異

農林業の振輿 鵜箒Ｐ董薯壬萎具Ｌ尊鐵灘試食会・プルーン苗木購入助成 ５５万４

８１５万Ｏ

防災対策の充実

行政運営の機能化

　　　環　　　　境　　　　整　　　　備
高齢者世帯家具転倒防止器具交付、防災無線整備、小屋の入防災対
策事業（土地購入等、県による堰堤工事〕

親子防災教室（東京の防災センターの見学）、 防災倉庫整備

防犯灯設置工事（区要望分、町施策分）

交通事故未然防止のためのカーブミラー設置等
、

総含行政システム化事業（住民基本台帳 ・町税のシステム化）、 役場
庁舎内装改修、役場庁舎耐震強化（新規）

　　６８９万１

　　　９４万１

　　１３４万５

４千８３５万４

レクリェーション施設

の充実

水道安定供給

社会福祉の充実

　　　福　　　　祉　　　　充　　　　実
三ツ峠周辺整備事業（ミニサッカー場逢成 ・桜の里つくり ・遊歩道
整備（新規） ・オートキャンプ場整備（新親） ・憩いの森公衆用トイ
レ整備 ・登山道整備）、 仮称柿の木公園整備事業（倉見側駐車場用地
取得等（新規） ・公園ポンプ設置（新規）〕

新水源井掘削調査、倉見西海戸道上２号線配水管布設、倉見大菖道

上線配水管布設（新規）、 町道境線配水管布設（新規）、 町内漏水調
査（倉見 ・下暮地）（新規）

健康づくり事業、乳幼児医療費助成、その他保健事業

社会福祉協議会ヘデイサービスセンター 運営委託、各種在宅福祉サ
ービス 、」人暮らし老人を支えるための小地域活動、富士五湖広域
シルバー人材センターの活用 、桂 コミュニティ植栽事業（新規）

１憶９千１５２万４

１千６３２万０

２千９２６万２

４千２２８万２

　　　　　　　　　　　　　人　　　　材　　　　育　　　　成
町屋主賀の偉制整債

．．．．．

千るさと夏祭り

一堆会参茄入１材１青成　条ヲ篶ン’テ三→’｝ ’系二多’二分護曹：
’’

蕎歩峯落辣壬 ’ミ ’ヂニ振邊 ・一・一…一・

’摸境浄化慧識の高蕩 一’’’ 樹ｉＴク ’、ｊ’ニジ享斗’ジベニ ’シニ ’・ 毒・ 多・ 今・ラ断丙清幕二
．．． 世．洲蝪；Ｌ藷善全

．。．．．

３５０万０

１２０万４

１５万５

文化交流の促遭

青少年非行防止対策

教育施設の整備

　　　教　　育　　文　　化　　振　　輿
高山良策展の開催、趣味を学ぶ各種教室、社会教育学級、生涯スポ
ーツ教室

児童館運営、放課後対策事業、地域ぐるみ子育て支援事業（新規）、
青少年カウンセラーによる教育相談

Ｓ　Ｓ　Ｃ事業（授業支援者〕、 英語助手の活用 、母と子の食生活共同任蟻

中学校建設整備（建設基金積立）

平成１０年度　配当事業経費　合　計

６４０万Ｏ

７３５万６

２８８万５

４１７万５

５憶５千０５９万９

政籍る額案籍書め切る籍よ道号ｏ 樗審あ
径４ 薦姦妄 ヨ

１誰１
す人し、提のじ
鯛〕崔護萎
暮墓　寒蕗農

蓬嚢寡 ２易塞薙醤 １賛請な

溝籍１灘詐
たな対載隣メ遣公り情
舗茗奔琵’蕃請芒は
董姦鉦警狩また

初
予
算

別
記

正
予
算

別
記

の路
廃台
止帳
’整

認備
定に

線
の
…珂
莇｛

疋

廃

り正簡
内　　易
容　　水
改　　道
正　　給
　　水

一５一



平威９年廣主な

　補正予算
グリーンセンター横ミニサッカー場造成現場 犬雪により若干の被害を受けた中学校体育館

各醜金の欄立に１億１千万円余りを追加計上

　　　　会計名　　　補正額　　補正後の予算総額
○基金租立金追加　　　　１憶１千０３２万８千円
　　中学校建設整備基金・公共施設整備基金・土地開発基金の積立を行九
○し尿処理口追加　　　　　１干１１１万Ｏ干円
　　し尿処理場運営負担金・し尿処理場建設起債償還金・し尿処理施設設置負担金を追加す乱
○町誌編さん口滅額　　　　　△７９８万Ｏ千円
　　資料編未発行につき 、印刷製本費、筆耕翻訳料等を減額する 。

○町勢要覧作成事業　　　　　　３２９万７千円の繰越明冒午
　　平成９年度発行予定の町勢要覧を ・翌隼度への繰越明許手続きを取り ・平成１０年度に発行す乱

○基金租立金追加　　　　　　　４９９万９千円
　　財政調整基金の積立を行う 。

○国民健康保険税滅額　　△１手３４２万１手円
　　医療費の支払い状況が安定し、また老人保健拠出金が減少した事から 、保険税の引き上げを低い水準に抑えたた軌

蟹案１５老人保健法会計２号補正　　　△１千５５４万７手円　２億５千２０２万６千円
○医療詣口滅額　　　　　△１千５５４万７千円
　　医療費の支払い状況が低い水準で推移したため、支払実績に基づいて減額する 血

２千７８３万Ｏ千円

○享業口減額　　　　　　△１８４万４手円
　　売り上げの減少に伴い、支払実績に基づいて減額する 。

○水道改良口滅額　　　　　　△２７５万２手円
　　平成１０年度に新高区配水池で実施するため・工事費における新水源井掘削工事分の減額 。

○下水道総務口滅額　　　△１千２００万１手円
　　桂」ｌ１流域下水道建設負担金の減額のため 。

○新設エウ，減額　　　　△１千１４５万４千円
　　町内下永道整備事業にかかる ・設計委託料及び工事費の確定に伴っての減額 。

千

　
道
川
工
内

１
８
一
水
桂
設
町

案
一
下
　
新

議
一
〇
〇

鶉
埋
輻
・
尋
＾
婁
萄
曲
ヰ
｛
垂
萎
婁
蝿

平
成
９
年
虜
一
般
会
計
補
正
予
口
５
号
（
○
決
処
分
）

説
明
　
平
成
１
０
年
ユ
月
の
記
録

的
な
大
雪
の
た
め
、
小
中
学
校

等
公
共
施
設
復
旧
費
、
及
び

除
・
排
雪
の
委
託
費
と
し
て
、

１
千
６
９
ユ
万
５
千
円
が
支
出

さ
れ
た
。
当
初
予
算
計
上
の
除

雪
経
費
の
不
足
が
生
じ
た
が
、

緊
急
時
で
あ
り
、
專
決
処
分
と

な
っ
た
。
補
正
後
の
予
算
総
額

は
１
９
億
６
千
１
７
４
万
－
千
円

と
な
る
。

問
　
除
排
雪
委
託
経
費
の
算
出

根
拠
は
。

建
設
課
　
時
問
当
た
り
単
価
を

も
と
に
算
出
し
た
。
１
月
９
日

よ
り
こ
こ
ま
で
の
除
雪
時
聞
は

延
べ
６
３
ユ
・
５
時
間
で
あ
る
。

間
　
時
間
で
の
単
価
は
人
夫
－

人
当
た
り
の
こ
と
か
。

建
設
課
　
人
夫
は
機
械
に
含
ま

れ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
ユ
台
当

た
り
の
機
械
出
動
時
間
で
あ
る
。

平
成
９
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
６
号

問
　
三
ツ
峠
周
辺
整
備
事
業
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
有
利
な

起
債
を
し
た
の
か
。

総
務
課
　
起
債
に
よ
り
元
利
償

還
金
が
生
ず
る
が
、
金
額
に
応

じ
て
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ

て
一
定
額
が
交
付
さ
れ
る
。

問
　
町
事
業
費
の
財
源
が
不
明

瞭
で
あ
る
が
。

町
長
　
一
般
財
源
の
持
ち
出
し

を
少
な
く
す
べ
く
努
力
し
て
い

る
。
今
後
は
確
定
し
た
時
点
で

提
示
を
し
た
い
。

問
　
町
勢
要
覧
発
行
が
遅
れ
た

原
因
は
。

企
画
振
異
課
　
遅
延
理
由
は
、

主
要
事
業
で
あ
る
一
一
一
ツ
峠
周
辺

整
備
事
業
の
掲
載
に
努
力
し
て

い
た
。
ま
た
掲
載
内
容
を
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
最
新
の
も
の
に
し
た

か
っ
た
が
、
大
雪
等
で
資
料
が

そ
ろ
わ
ず
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

■６■
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冒
老
人
８
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

　
　
　
役
ｏ
庁
合
出
入
ｏ
回
に
ス
回
■
プ
宿

　
　
　
庁
舎
の
構
造
か
ら
ス
ロ
ー
プ
等
の

　
　
　
　
設
置
は
困
難
、
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を
検
討

　
　
　
行
政
の
効
率
化
に
細
心

問
　
　
　
の
配
慮
を
さ
れ
、
町
民

サ
ｉ
ピ
ス
を
重
視
さ
れ
る
な
ら

ば
、
庁
舎
出
入
り
口
３
ヶ
所
全

て
に
階
段
が
あ
る
事
を
注
視
し

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
ー
に
高
齢
化
社
会
の
現
実

を
直
視
し
、
足
腰
に
故
障
の
あ

る
方
が
非
常
に
多
く
、
特
に
ご

婦
人
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

出
入
り
口
の
整
備
を
強
く
要
望

さ
れ
て
い
る
。
第
２
に
一
般
的

に
公
共
施
設
の
出
入
り
口
は
、

ス
ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
る

状
態
が
多
い
。
第
３
に
町
民
が

役
場
に
所
要
が
多
い
と
思
わ
れ

る
。
例
を
あ
げ
る
と
窓
口
業
務

の
中
で
年
金
関
係
、
証
明
書
類
、

そ
の
他
の
申
講
で
あ
る
。

第
４
に
選
挙
の
あ
る
と
き
、

不
在
投
票
者
は
高
齢
者
・
女
性

が
多
い
と
思
わ
れ
、
棄
権
防
止

の
面
と
国
民
の
権
利
義
務
の
点

か
ら
も
重
要
事
項
で
あ
る
。

　
以
上
、
述
べ
た
観
点
か
ら
ス

ロ
ー
プ
設
置
な
ど
の
、
出
入
口

の
整
備
が
急
務
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
、
町
長
に
御
所
見
を

伺
う
。

長
私
が
就
任
す
る
前
の
平

＾
則
成
３
年
の
庁
舎
防
永
外

装
工
事
に
お
い
て
、
ス
ロ
ｉ
プ

土
、

役場庁舎正面玄関

設
置
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

に
つ
い
て
検
討
し
、
結
果
と
し

て
設
置
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
検
討
状
況
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
車
椅
子
が
通
行
で
き
る

ス
ロ
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
正
面

玄
関
、
裏
出
入
口
へ
の
設
置
を

検
討
し
た
。
正
面
玄
関
の
ス
ロ

ー
プ
の
設
置
は
斜
度
が
き
つ
く
、

上
か
ら
眺
め
て
「
Ｕ
」
の
字
と

な
る
距
離
が
必
要
で
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
少
な
く
な
る
。
ま
た

裏
出
入
口
で
は
、
一
部
を
駐
車

場
に
し
て
い
る
裏
側
敷
地
と
出

入
口
を
含
め
た
大
規
模
な
全
面

改
修
が
必
要
と
な
り
、
い
ず
れ

に
お
い
て
も
駐
車
場
の
確
保
の

必
要
性
と
事
業
費
の
面
か
ら
断

念
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ｉ
設
置

は
、
増
築
が
建
築
基
準
法
か
ら

不
可
能
で
あ
る
。
以
上
が
当
時

の
検
討
状
況
で
あ
り
、
現
下
も

同
様
の
判
断
で
あ
る
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
高

齢
者
や
障
害
者
の
方
々
の
利
便

性
か
ら
、
前
回
の
選
挙
に
お
い

て
投
票
所
を
い
き
い
き
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
不
在
者
投
票
に
お
け
る

庁
舎
利
用
に
つ
い
て
は
、
職
員

体
制
及
び
投
票
所
の
秩
序
維
持

と
い
う
観
点
か
ら
役
場
庁
舎
が

適
当
で
あ
る
と
の
判
断
に
至
っ

た
。
ま
た
不
在
者
投
票
者
に
便

宜
を
図
る
た
め
、
申
し
出
に
よ

り
、
車
椅
子
の
貸
し
出
し
や
職

員
が
背
負
う
な
ど
の
介
助
を
行

う
な
か
で
対
応
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
及
び
身
障
者
へ
の
配

慮
は
、
更
に
必
要
度
を
増
し
て

お
り
、
住
民
誰
し
も
が
利
用
し

や
す
い
役
場
と
な
る
よ
う
改
善

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
障
害

者
用
の
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
の
設

置
を
、
運
用
面
を
含
め
て
検
討

す
る
。

役場庁舎休日夜間出入口

－７－



　
　
　
呵
民
グ
ラ
ン
ド
蘭
憤
地
１
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
呵
民
体
育
帽
邊
霞
宿

　
　
　
費
用
負
担
及
び
敷
地
確
保
が
困
難

　
　
　
学
校
体
育
館
の
利
用
を

町民グランド南側山林

　
　
　
健
康
で
豊
か
な
社
会
生

問
　
　
　
活
を
送
り
、
町
民
の
交

流
の
場
と
し
て
、
ま
た
災
害
時

の
緊
急
対
策
用
の
建
物
と
し
て

も
本
格
的
な
総
合
体
育
館
の
建

設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
平
成
８
年
に
実
施
し
た
町
づ

く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
＾
別
表

参
照
）
に
よ
る
と
、
よ
く
利
用

さ
れ
る
公
共
施
設
と
し
て
、
学

校
体
育
館
が
１
４
％
と
５
番
目
に

多
い
。
ま
た
今
後
に
公
共
施
設

整
備
を
要
望
し
て
い
る
も
の
と

し
て
、
６
位
・
町
民
体
育
館
と

な
っ
て
い
る
。
小
売
店
以
外
の

上
位
は
近
い
う
ち
に
実
現
す
る

の
で
、
現
状
町
民
が
望
ん
で
い

る
の
は
体
育
館
建
設
で
あ
ろ
う
。

　
用
地
に
つ
い
て
は
１
案
・
町

民
グ
ラ
ン
ド
南
側
隣
接
地
の
山

林
を
造
成
、
２
案
・
町
民
グ
ラ

ン
ド
第
２
駐
車
場
を
拡
張
整
備

す
れ
ば
可
能
で
は
な
い
か
と
思

う
。
そ
れ
と
も
他
に
候
補
地
を

用
意
さ
れ
て
い
る
の
か
。
駐
車

場
に
つ
い
て
は
町
民
グ
ラ
ン
ド

隣
の
町
有
地
を
森
林
公
園
駐
軍

場
と
し
て
整
備
す
れ
ば
可
能
で

あ
ろ
う
。
体
育
館
建
設
に
対
す

る
お
考
え
を
お
尋
ね
す
る
。

町民グランド第２駐車場

長
町
民
体
育
館
に
お
け
る

町
現
状
の
認
識
を
申
し
上

げ
る
と
、
敷
地
面
積
は
約
４
千

里
ｍ
以
上
を
必
要
と
し
、
形
状
は

長
方
形
が
理
想
的
で
、
予
算
は

用
地
代
込
み
十
数
億
円
か
か
る

と
見
込
ま
れ
る
。

　
こ
の
認
識
に
立
っ
て
議
貝
の

ご
提
案
の
敷
地
確
保
に
つ
い
て

お
答
え
す
る
と
、
第
－
案
の
町

民
グ
ラ
ン
ド
南
側
の
山
林
確
保

は
、
地
権
者
の
了
解
を
得
ら
れ

て
も
多
額
の
造
成
費
が
か
か
り
、

現
状
で
は
消
極
的
に
考
え
て
い

る
。
第
２
案
の
第
２
駐
車
場
を

拡
張
整
備
し
て
の
敷
地
確
保
は
、

体
育
館
の
必
要
面
積
か
ら
し
て

面
積
不
足
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
他
の
候
補
地
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基

づ
く
町
民
体
育
館
の
優
先
に
つ

い
て
は
、
用
地
確
保
と
い
う
大

き
な
難
題
が
あ
り
苦
慮
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
以
前

取
得
し
た
町
民
グ
ラ
ン
ド
隣
の

土
地
に
つ
い
て
は
、
砂
防
対
策

工
事
を
県
に
お
願
い
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
工
事
終
了
後
対

応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

る
な
か
、
社
会
体
育
施
設
の
充

実
を
図
る
た
め
、
学
校
体
育
館

に
備
品
等
を
購
入
し
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
、

当
面
、
現
状
の
小
中
学
校
体
育

館
の
利
用
に
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
く
ご
理
解
願
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

２
日
議
会
運
営
委
員
会

　
◇
運
営
方
法
決
定

　
◇
陳
情
処
理
確
認

ｕ
日
全
員
協
議
会

　
◇
議
会
運
営
確
認

　
　
本
会
議
開
会

　
◇
会
議
録
署
名
議
員
指
名

　
◇
会
期
の
決
定

　
◇
町
長
所
信
表
明

　
◇
町
長
議
案
一
括
上
程

　
　
　
＾
承
認
１
、
議
案
１
－
２
４
〕

　
　
　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

　
　
各
常
任
委
員
会
付
託

　
　
本
会
議
散
会

　
　
連
合
審
査
会

　
◇
付
託
議
案
審
査

１
８
日
連
合
審
査
会

　
◇
新
年
度
予
算
計
上
・
公
共

　
　
事
業
現
場
視
察

　
　
建
設
文
教
委
員
会

　
◇
所
管
事
務
調
査

２
０
日
全
員
協
議
会

　
◇
議
会
運
営
確
認

　
　
本
会
議
再
開

　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
告
＾
承
認
１
、
譲
案
ユ
ー

　
　
　
ｎ
，
１
４
－
１
６
一

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

　
　
長
報
告

　
　
　
（
議
案
ｕ
，
Ｈ
，
１
７
，
１
８
）

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
町
長
議
案
上
程
一
議
案
２
５
一

■８■



　
　
　
オ
■
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は

　
　
　
　
運
営
が
園
鐵
、
計
回
見
直
し
宿

　
　
　
自
然
志
向
の
高
ま
り
と
、
他
施
設
と
の

　
　
　
複
含
的
利
用
に
よ
り
十
分
運
営
は
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
を
見
る
限
り
オ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
対
す
る
町
民

の
要
望
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
現
在
の
計
画
案
、
立
地
条

件
で
は
多
く
の
集
客
は
望
め
な

い
と
思
う
。
計
画
見
直
し
に
つ

い
て
お
考
え
を
お
尋
ね
す
る
。

長
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

－
則
　
週
休
２
日
制
や
夏
期
休

暇
制
度
及
び
マ
イ
カ
ー
の
普
及

等
の
社
会
一
経
済
的
な
要
因

と
、
自
然
の
中
で
余
暇
を
楽
し

（平成８隼度実施、全世帯対象、回答世帯数１
，

２０３件〕

匝■●あなたは挙にあげる施設をこの１年間に利用した事がありますか
。

　　　次の中から王に利用した施設を３つまで選んで下さへ

（回答世帯うち選んだ施設の占める割合１％　　無回答　２ ．６％〕

０Ｙ　Ｌ　 Ｏ会館………………一一…３３ ．９

〔…）いきいき健康福祉センター…２８ ．２

＠小中学校体育館 ・グランド　１３ ．９

＠町民グランド ・・

＠地区公民館 ・・一・ ……

以下略

・３２ ．３

・２７ ．７

嘔一…■西桂町の公共施設としては今後どの．ような施設の整備や誘致が必

　　　要だと思いますか。次の中から５つまで選んで下さい
。

（回答世帯うち選んだ施設の占める割合１％　　無回答　１ ．７％）

○小売店 ・スーパー 　・

ゆ街路灯 ・防犯灯…・

＠子供の遊び場 ・・・・…

・６３ ．４

・４５ ，４

・２２ ．９

＠病　院…・…・・…・

＠下水道一…・

◎町民体育館 …

・５３ ．２

・２３ ．４

・２２ ．６

売
路
供
略

小
街
子
下

○
ゆ
＠
以

圃憩いの森が完成することにより 、町民や町外から訪れる人達が楽

　　　しめる公園として育成するためには、どのような整備が必要ですか

＊施設整傭に関する回答件数（交通、管理、環境、Ｐ　Ｒの充実等の回答は省略）

〇四季花高山植物の植栽 ………
２８

＠フィールドアスレチック　　 ・工９

＠バーベキュー場の整備　　 ・１６

＠オートキャンプ場　　　　　・３

＠遊具の設置

＠キャンプ場の整備 ・・

途中（＠～＠〕略

以下略

・２５

・１６

む
志
向
の
高
ま
り
に
よ
り
、
近

年
人
気
を
博
し
て
い
る
。
私
は

活
・
活
西
桂
建
設
の
重
点
施
策

の
一
環
と
し
て
、
平
成
１
０
年
度

か
ら
の
２
ヶ
年
事
業
と
し
て
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
ブ
場
を
始
め
、

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
場
、
桜
の
里
、

仮
称
・
杓
柄
流
川
河
川
公
園
等

の
整
備
後
は
、
施
設
の
複
合
的

利
用
に
よ
り
一
ニ
ツ
峠
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
に
取
り
組

み
た
い
。
野
外
活
動
の
体
験
や

都
市
住
民
と
の
交
流
を
実
現
し

多
く
の
方
に
知
識
や
教
養
を
身

に
付
け
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
町
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

問
　
　
　
調
査
の
「
町
内
外
の
多

く
の
人
達
が
楽
し
め
る
公
園
と

な
る
た
め
に
は
、
憩
い
の
森
に

ど
の
よ
う
な
整
備
が
必
要
か
」

と
の
問
い
に
対
す
る
施
設
整
備

に
関
す
る
回
答
で
は
、
キ
ャ
ン

プ
場
の
整
備
が
４
位
で
１
６
人
、

オ
ｉ
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
３
人
し

か
い
な
か
っ
た
。

　
事
業
費
２
億
４
千
万
円
余
り
、

年
間
収
入
５
５
０
万
円
、
支
出

１
８
０
万
円
、
利
益
が
３
７
０

万
円
と
の
計
算
は
、
短
期
的
に

は
可
能
な
数
値
で
は
あ
る
が
、

長
期
に
見
た
場
合
、
事
業
費
の

回
収
は
無
理
で
は
な
い
か
。

長
家
族
連
れ
や
ボ
ー
イ
ス

］
田
　
カ
ウ
ト
等
の
利
用
を
見

込
み
、
ま
た
昼
間
だ
け
の
キ
ャ

ン
プ
、
及
び
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に

も
利
用
し
て
い
た
だ
く
。
そ
れ

と
事
業
費
の
内
工
事
費
－
億
５

千
万
円
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
が
県
の
工
事
に
含
ま
れ
、
県

が
造
成
を
し
て
く
れ
る
。
町
で

は
炊
事
場
と
ト
イ
レ
を
つ
く
る

位
で
あ
る
。

　
　
　
も
し
町
長
個
人
で
こ
の

問
　
　
事
業
を
進
め
る
と
し
た

ら
ど
う
か
。
町
の
事
業
だ
か
ら

進
め
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

は
困
る
訳
で
あ
る
。
ぜ
ひ
赤
字

を
出
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
す

る
。
ま
た
実
施
す
る
な
ら
何
か

特
色
が
な
け
れ
ぱ
多
く
の
集
客

を
望
め
な
い
の
で
は
む

長
行
政
で
の
実
施
例
は
少

而
【
な
い
が
、
民
間
で
は
黒

字
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多

い
。
町
に
は
ホ
タ
ル
・
桜
の
里

が
あ
り
、
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
場
も

出
来
る
。
そ
の
上
の
釣
り
場
と

の
提
携
も
計
画
し
た
い
。

　
　
説
明
・
質
疑

　
　
総
務
委
員
会
付
託

　
本
会
議
散
会

　
連
合
審
査
会

　
◇
付
託
議
案
審
査

２
５
日
全
員
協
議
会

　
◇
議
会
運
鴬
確
認

　
本
会
議
再
開

　
◇
会
期
中
の
委
員
会
事
務
調

　
　
査
報
告

　
　
　
一
建
設
文
教
委
員
会
）

　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
告
一
議
案
２
５
、
”
－
２
２
）

　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

　
　
長
報
告
＾
議
案
鴉
、
２
４
）

　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
町
長
議
案
一
括
上
程

　
　
　
（
同
意
１
－
２
〕

　
　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑
・

　
　
討
論
・
採
決

　
◇
一
般
質
間
（
小
林
議
員
・

　
　
高
尾
活
弍
議
員
）

　
◇
閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調

　
　
査
議
決
＾
総
務
委
員
会
、

　
　
建
設
文
教
委
員
会
、
議
会

　
　
運
営
委
員
会
、
議
会
広
報

　
　
編
集
委
員
会
一

　
本
会
議
閉
会

■９■



平成１０年３月定例会

　
最
近
の
国
内
経
済
情
勢
は
、
先
行
き
に
対
す
る
不
透
明
感

か
ら
消
費
の
低
迷
・
倒
産
が
生
じ
、
雇
用
情
勢
も
厳
し
く
政

府
の
景
気
刺
激
策
が
待
た
れ
ま
す
。
私
に
お
い
て
は
活
・
活

西
桂
を
掲
げ
、
議
員
各
位
及
び
町
民
各
位
の
ご
協
カ
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
心
の
豊
か
さ
を
享
受
し
持
続
的
発
展
を
遂
げ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
ｇ
年
度
は
、
役

場
組
織
を
見
直
し
、
Ｏ
Ａ
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
旧
の
年
度
の
切
り
替
え
時
を
迎
え
、
ｇ
年
度
中
の
事
業
執

行
状
況
と
、
１
０
年
度
の
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
す
。

《
基
盤
整
備
》

　
県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
に
関

し
て
は
、
昨
年
１
１
月
１
７
日
に
山

梨
県
告
示
と
な
り
、
県
管
理
の

県
道
と
し
て
供
用
が
開
始
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
元
地

区
の
方
々
及
び
地
元
議
員
に
道

路
建
設
相
談
委
員
と
な
っ
て
い

た
だ
き
、
進
め
て
い
く
考
え
で

あ
り
ま
す
。
２
月
１
３
日
に
開
催

さ
れ
た
建
設
文
教
常
任
委
員
会

協
議
会
の
席
上
、
具
体
的
選
出

に
つ
い
て
の
案
を
提
示
し
た
と

こ
ろ
、
議
員
全
員
が
委
貝
に
な

っ
て
い
た
だ
け
る
と
の
意
見
を

い
た
だ
き
心
強
く
感
じ
た
次
第

で
す
。
合
わ
せ
て
、
県
道
ル
ｉ

ト
は
主
に
倉
見
を
通
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
倉
見
地
区
の
方
々

か
ら
も
委
員
を
出
し
て
い
た
だ

き
、
西
桂
町
道
路
建
設
相
談
委

員
会
を
設
置
し
、
今
後
の
整
備

に
向
け
て
、
県
当
局
へ
働
き
か

け
て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

　
一
般
廃
棄
物
の
ご
み
収
集
は
、

可
燃
物
に
つ
い
て
週
２
回
を
週

３
回
に
増
や
し
て
実
施
し
た
い

県遣富士百田西桂線整偏のため委員会設置

中掌梗富山開完のため住民への説明含開催

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

《
産
業
振
臭
》

　
い
わ
ゆ
る
米
転
作
促
進
で
あ

り
ま
す
が
、
本
年
度
導
入
さ
れ

る
「
と
も
補
償
制
度
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
を
得
な
が
ら
慎

重
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
林
業
振
興
に

つ
い
て
県
で
は
９
年
度
に
お
い

て
、
地
域
森
林
整
備
計
画
書
の

中
に
富
士
吉
田
市
か
ら
都
留
市

を
通
る
広
域
林
道
の
計
画
を
盛

り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
西
桂
町
に
お
い

て
も
１
０
年
度
に
、
県
と
同
様
の

広
域
林
道
計
画
を
計
画
書
に
掲

載
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
亡
国
、
県
及
び
関
係
市

と
協
議
す
る
な
か
で
林
道
整
備

が
図
れ
る
よ
う
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
関
し
て
は
、

商
工
会
及
び
織
物
工
業
協
同
組

合
に
振
興
の
核
と
な
る
よ
う
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
１
０
年
度
に
つ
き
ま

し
て
は
、
特
産
品
開
発
ま
た
は
、

付
加
価
値
商
品
の
開
発
等
に
向

け
た
事
業
展
開
を
実
施
す
る
よ

う
関
係
機
関
に
強
く
要
請
し
て

い
き
ま
す
。

《
環
境
整
備
》

防
災
対
策
の
充
実
で
す
が
、

９
年
度
町
で
は
、
防
災
の
指
針

で
あ
る
西
桂
町
地
域
防
災
計
画

を
制
定
し
ま
し
た
。
今
後
こ
の

計
画
に
基
づ
き
、
自
主
防
災
組

織
の
強
化
、
食
料
品
・
水
等
の

備
蓄
、
防
災
資
材
の
購
入
等
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
備
蓄
に

関
し
て
は
、
昨
年
度
建
設
し
た

上
町
公
民
館
の
地
下
の
町
倉
庫

に
防
災
資
材
収
納
棚
を
整
備
し
、

日
本
赤
十
字
社
か
ら
預
か
る
毛

布
及
び
生
活
物
資
を
収
納
し
て

い
き
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
の

育
成
に
関
し
て
は
、
そ
の
強
化

を
図
り
、
夏
休
み
親
子
防
災
体

験
教
室
を
東
京
消
防
庁
で
実
施

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
の

全
体
計
画
は
３
ヶ
年
で
、
１
０
年

度
を
最
終
年
度
と
し
て
お
り
、

全
体
と
し
て
良
好
な
評
価
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

　
行
政
運
営
の
機
能
化
に
つ
い

て
は
、
事
務
職
員
全
員
に
パ
ソ

コ
ン
を
配
備
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
、
電
子
掲
示
板
の
活
用

な
ど
に
よ
り
迅
速
・
正
確
な
住

民
対
応
を
図
り
、
１
０
年
度
に
は
、

住
民
情
報
を
基
礎
と
す
る
シ
ス
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一
〇

一
１

　　　　会　計　名　　予算総額　前年度との比較
議案１９一般会計１７億７千５００万Ｏ千円９千７００万Ｏ千円の滅
　補助事業に取り組み歳入の確保を図るとともに・基金の弾力的な活用と有利な地方債を運用していく 。

また限られた財源を効率的に配分し 、・ 計画性を童視した財政運営により事業を進める 。

　行政二一ズに対応するとともに・経常的な需用費・旅費を節減し ・備品購入 ・工事費についても計画
’性を求めた 。

議案２０国民健康保険会計　　２億８千５５０万７千円　　１千３４５万Ｏ千円の増
　平成１０年１月末の被保険者数１千７９４人に対し医療費の支払いと保健衛生活動を行礼医療費の支
払実績は安定しているものの老人保健拠出金が増加したため・増額予算となっ れ
議案２１老人保健法会計　２億４千９５２万３千円　　１千４０３万８千円の滅
　７０歳以上の受給者は平成１０年１月末５４７人と 、昨隼度より２３人の増加である 。医療費の支払が
低い水準で安定していることから ・実績に基づいて滅額予算となった 。

議案２２グリーンセンター会計　　　　２千９６５万９千円　　　　　４万３千円の滅
　売り上げ実績をもとに歳入確保を興り 、歳出については施設管理 ・センター事業 ・水販売事業の必要
経費を計上する 。一般会計からの繰入金は、昨年度当初よりユ６２万円増の１千６２万円である 。

議案２３簡易水遭会計　　６手３５６万９千円　　　５９万Ｏ干円の減
　平成９年度に水道使用料金の値上げを実施したが節水により使用量が伸びず・水道使用料は前年度当
初より３３８万４千円減の４千１０４万円を計上する 。一般会計繰入金は２千１４４万円であ糺

議案２４下水遣会計　２億８千１０２万１千円　４千０９６万７千円の増
　桂」ｌ１流域下水道建設負担金１億１千１１２万１千円を計上す乱平成１０年度の町公共下水道事業につ
いては・柿園地区国道の両側を掘削する予定で・交通渋滞を考慮し夜間工事となる予定 。

健
一
末
レ

　
　
て

民
一
月
し

　
．
１

３
一
〇

〇
一
る

４
一
あ

１
一
加

　
一
増

　
一
の

　
一
人
。

円
一
３
た

千
一
２
つ

３
一
り
な

万
一
よ
と

２
一
度
算

５
奉
予

ｇ
一
昨
額

千
∴
滅

４
一
と
て

意
一
人
い

引
７
づ一

“
基

　
　
こ

計
一
月
実

　
－

会
一
よ

　
一
１
０
か

法
一
成
と

一
道
円

易
一
湾

テ
ム
を
導
入
し
、
効
率
運
営
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
亡

《
福
祉
の
充
実
》

　
三
ツ
峠
周
辺
整
備
事
業
に
つ

い
は
、
昨
年
１
１
月
３
０
日
に
農
村

公
園
か
ら
憩
い
の
森
ま
で
の
約

２
ｈ
に
桜
、
楓
、
低
木
類
合
計

２
千
本
の
植
栽
を
実
施
し
ま
し

た
。
桜
の
里
づ
く
り
事
業
へ
の

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ｍ
年
も
ｕ
月
第
４
日
曜
日
に
２

回
目
の
植
樹
祭
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

の
用
地
取
得
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
所
の
護
岸
工
事
は
県

に
よ
り
着
工
し
て
お
り
ま
す
。

憩
い
の
森
ト
イ
レ
ヘ
の
配
電
も

東
電
と
協
議
中
で
す
。

　
中
学
校
裏
山
の
開
発
に
つ
い

て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
編
成
し
、
土
地
所
有
者
、
地

域
住
民
へ
の
説
明
会
を
行
い
、

ア
ク
セ
ス
道
路
の
建
設
も
併
せ

て
行
っ
て
ま
い
る
考
え
で
す
。

　
水
圧
不
足
地
域
を
解
消
し
安

．
一
、
一
一
一
駿
韻

．
．
．
弓
瀦
絵

　
　
　
、
｛
一
一
町

　
　
　
　
’
－
．
一

　
　
　
　
張
す

　
　
　
　
事
察

　
　
　
　
、
誰
視

　
　
　
　
　
場

　
　
　
　
　
一
現

　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
業

　
　
　
　
　
整

　
　
　
　
　
辺

　
　
　
　
一
り

　
　
　
“
」
．
」

定
供
給
す
る
た
め
、
配
水
池
を

高
台
に
移
す
計
画
も
、
土
地
取

得
が
で
き
ま
し
た
。
配
水
池
に

つ
い
て
は
、
千
か
ら
千
五
百
ト

ン
級
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
救
命
救
急
体
制
は
、
西
桂
分

遣
所
の
設
置
に
よ
り
前
進
を
み

ま
し
た
。
ま
た
介
護
保
険
制
度

を
前
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

二
人
に
強
化
し
ま
し
た
。

一
轟
許
一

　
町
民
主
役
の
体
制
整
備
に
つ

い
て
は
、
夏
祭
り
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
住
民
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
社
会
参
加
人
材
育

成
に
関
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
充
実
に
よ
っ
て
育
成

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
青
少
年
の
非
行
に
つ
い
て
は

最
近
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
非
行
防
止
対

策
と
し
て
、
青
少
年
育
成
西
桂

町
民
会
議
、
青
少
年
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
中
心
に
事
業
展
開
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
個
性
あ
る
教
育
の
展
開
と
し

て
「
町
民
ひ
と
り
一
学
習
の
推

進
」
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
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１８日事務臼査
品

苗
。
．
．

（結果）少年非行防止のため家庭 ・学校 ・地域の連携が必要

　　子供の良識を育てるには家庭教育 ・しつけが大切

１

教
育
委
員
会
な
ら

教
育
長
概
要
説
明

　少年の非行の原因として家庭環境が大きく影響し 、

青少年の健全育成 ・非行防止には 、家庭教育 、学校

教育 、地域社会の協力が必要である 。教育委員会が

中心となって家庭 、学校 、地域の三者が密に連携を

とり 、今後の活動強化に取り組んでもらいたい 。

　このため上町区に続く青少年育成地区会議の設立

に向けて 、教育委員の活動に期待する 。

　
　
学
校
に
対
し
て
の
指
導

　
全
国
的
に
中
学
生
の
刃
物
に

よ
る
傷
害
事
件
が
多
発
し
て
い

る
現
状
か
ら
、
西
桂
小
中
学
校

長
に
刃
物
等
の
注
意
事
項
１
０
項

目
の
指
導
を
し
た
。
非
行
の
実

態
を
観
察
す
る
と
家
庭
教
育
に

も
問
題
が
あ
る
感
が
す
る
。

２
、
青
少
年
非
行

　
　
　
防
止
へ
の
取
組
み

　
青
少
隼
育
成
西
桂
町
民
会
議

で
は
、
各
種
団
体
と
連
携
し
て

青
少
年
健
全
育
成
思
想
の
普
及
、

及
び
社
会
環
境
浄
化
の
促
進
に

努
め
て
い
る
。
活
動
と
し
て
は
、

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教
諭
・
町
民

会
議
の
役
員
で
、
夜
間
町
内
の

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
・
ゲ
ｉ
ム

セ
ン
タ
ー
・
小
中
学
校
校
内
・

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
等
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。

西
桂
中
学
校
概
要
説
明

３
、
過
去
に
お
け
る
青
少
年
の

　
　
　
間
題
行
動
の
実
例

　
「
ナ
イ
フ
に
よ
る
傷
害
事
件
」

「
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
事
件
」

「
不
登
校
」
な
ど
、
青
少
年
を

中
心
と
し
た
こ
う
し
た
事
件
が

な
か
な
か
後
を
た
た
な
い
こ
と

は
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

一
つ
の
社
会
的
傾
向
と
し
て
、

中
学
生
の
問
題
行
動
は
全
国
各

地
で
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
が

本
校
に
お
い
て
も
過
去
に
次
の

よ
う
な
問
題
行
動
が
あ
っ
た
。

　
学
校
内
で
は
、
上
級
生
の
下

級
生
に
対
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
校

舎
器
物
の
破
損
、
不
適
当
な
服

装
＾
髪
を
染
め
る
等
）
不
要
物

＾
マ
ン
ガ
・
ゲ
ー
ム
等
一
の
持

込
み
、
教
師
に
対
す
る
反
抗
的

態
度
、
暴
一
一
一
一
口
等
の
事
例
が
あ
っ

た
。
学
校
外
に
お
い
て
も
、
駅

な
ど
で
の
喫
煙
、
友
達
同
士
で

集
ま
っ
て
の
飲
酒
、
家
出
、
他

校
生
徒
と
の
ト
ラ
ブ
ル
等
の
事

例
が
あ
っ
た
。

　
学
校
で
は
こ
う
し
た
事
例
に

対
し
、
生
徒
へ
の
個
別
指
導
や
、

集
会
等
を
通
し
て
の
全
体
指

導
、
保
護
者
と
の
相
談
、
学
校

以
外
の
機
関
に
よ
る
対
応
等
も

行
い
、
問
題
解
決
を
図
っ
て
き

た
。
問
題
に
よ
っ
て
は
教
育
委

員
会
に
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
外
に
お
け
る
問
題
行
動
の

事
前
防
止
の
た
め
の
巡
回
活
動

も
実
施
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
行
動
に
つ
い

て
は
、
特
定
の
生
徒
に
関
わ
る

事
が
多
い
。
ま
た
、
残
念
な
が

ら
、
家
庭
環
境
的
に
少
な
か
ら

ず
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う

見
方
も
で
き
る
庁

４
、
中
学
校
の
平
成
９
年
度

　
　
　
生
徒
指
導
計
画

　
生
徒
主
事
が
中
心
と
な
っ
て

計
画
を
年
度
当
初
作
成
し
、
教

師
問
の
共
通
理
解
を
図
り
、
月

－
回
の
職
員
会
議
で
事
例
の
情

報
交
換
を
し
た
り
、
週
ユ
回
の

生
徒
指
導
部
会
で
各
学
年
聞
の

状
況
に
つ
い
て
報
告
を
す
る
。

学
級
・
学
年
一
全
校
と
い
う
区

分
で
対
処
的
な
生
活
指
導
と
と

も
に
、
事
件
が
起
き
る
前
の
予

防
的
な
生
活
指
導
を
毎
月
行
っ

て
い
る
。

　
本
校
の
き
ま
り
が
改
正
さ
れ

た
平
成
４
年
時
は
、
全
国
的
に

子
供
の
権
利
を
重
視
す
る
傾
向

ゆ
え
に
、
校
則
に
対
す
る
批
判
、

校
則
の
見
直
し
、
自
由
化
も
進

み
、
結
局
き
ま
り
そ
の
も
の
は
、

子
供
た
ち
で
決
め
て
、
守
っ
て

い
く
も
の
と
な
っ
た
亡
こ
の
た

め
項
目
も
少
な
く
、
そ
の
都
度
、

生
徒
や
家
庭
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
内
容
と

な
っ
た
。

問
　
現
在
の
き
ま
り
で
は
生
徒

の
行
動
は
、
生
徒
の
良
識
に
委

ね
る
こ
と
に
な
る
が
、
生
徒
の

良
識
が
世
間
と
か
み
合
わ
な
い

事
が
今
の
事
件
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。

中
学
校
　
旧
校
則
も
服
装
規
定

だ
け
で
、
生
徒
の
行
動
全
般
に

わ
た
る
規
則
で
は
な
か
っ
た
。

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
家

庭
・
地
域
社
会
の
協
力
な
し
に

は
成
り
立
た
な
い
。

問
　
子
供
の
良
識
は
家
庭
で
作

ら
れ
る
。
こ
の
た
め
家
庭
で
の

対
話
及
び
親
に
よ
る
し
つ
け
が

必
要
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通
じ
家
庭
教

育
の
重
要
性
を
保
護
者
に
呼
び

か
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

中
学
校
　
地
域
に
青
少
年
育
成

会
議
活
動
が
広
が
る
事
は
学
校

に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
。
制
服

の
乱
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場

で
注
意
し
、
家
庭
へ
連
絡
し
て

対
処
し
て
い
る
。
地
域
の
方
も

生
徒
へ
の
指
導
と
、
学
校
へ
の

連
絡
を
お
願
い
し
た
い
。

間
　
一
般
に
ナ
イ
フ
等
の
障
害

事
件
が
新
聞
報
道
さ
れ
て
い
る

が
、
教
育
委
員
会
の
対
応
は
。

教
育
長
　
委
員
会
月
例
会
で
他

の
議
題
と
一
緒
に
検
討
し
た
。

学
校
に
は
口
頭
及
び
文
書
に
て

指
導
を
し
た
。
校
長
よ
り
学
年

集
会
、
全
体
集
会
を
開
催
し
、

生
徒
へ
の
指
導
を
行
っ
て
い
る

旨
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

意
見
　
当
町
で
中
学
生
の
傷
害

事
件
が
起
き
な
い
よ
う
、
学
校

を
支
え
て
い
く
の
が
教
育
委
員

一１２一



西桂町少年非行（問題行動）の

　実態と取組み状況について

（調査）

会
の
役
割
で
あ
ろ
う
。

問
　
今
後
、
教
育
委
員
会
と
し

て
、
保
護
者
へ
の
指
導
強
化
、

併
せ
て
地
区
の
組
織
化
は
ど
う

す
る
の
か
。

教
育
長
　
家
庭
の
し
つ
け
が
大

切
な
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
合
の

際
に
保
護
者
に
お
願
い
を
す

る
。
地
区
の
組
織
作
り
に
は
、

教
育
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
努

力
す
る
。

意
見
　
地
元
地
区
出
身
の
教
育

委
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
を
取
り
ま
と
め
ら

れ
る
よ
う
努
力
を
。

間
　
中
学
生
障
害
事
件
防
止
へ

の
取
組
み
と
し
て
、
教
師
に
よ校餅つき集会

、
ゑ

ＰＴＡ役員と

る
家
庭
訪
問
は
行
っ
た
か
。

中
学
校
　
学
級
通
信
等
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
。
今
後
、
家
庭

と
の
連
携
強
化
の
た
め
家
庭
訪

問
実
施
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
所
持
品
検
査
は
生
徒
と

の
信
頼
関
係
を
損
な
う
の
で
実

施
し
て
い
な
い
。

間
　
問
題
行
動
生
徒
の
指
導

に
、

肚

　　わたしたちには、物事に主体的に対応できる力が必要です。伝統二

…を踏まえ、「自覚と誇Ｄを持ち、目分で考え、判断し、そして責任あ…

二る行動をとる」を理想に、一人ひとりの個性と集団の秩序との調和〕
１を大切１こしながら

、自らの目標と生き方を求めその実現に向かって
、１

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
（日々新たな気持ちで学習するために、このきまりを定めます。　　　〕
二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
…Ｉ、 学校生活について　　　　　　　　　　　　　　…
二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
…　　（１）学校では、決められた時程１こしたがって生活する。　　　　｛

１（２）登下校は徒歩通学と帆　　　　　１
…　　（３）登校後、学校の敷地内から出るときには必ず許可を得私　　

：
（　　（４）学校の施設 ・設備 ・用具は大切に使用する。　　　　　　；
１（・）部活動は部活動規約に基づ／ｌて行う。　　　１
ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ
…皿 、服装 ・髪形について　　　　　　　　　　　　　…
享　　（１）制服、体育着、上履き、体育館履き、カバンは学校で指定…

…　　　　 したものを使用する。　　　　　　　　　　　　　　　　…

…　　（２）髪形は男女とも西桂中学校の生徒として誇りのもてるもの｛

１　　 とする。　　　　　　　　　　　　　　１
…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
…皿、さまりの改定について　　　　　　　　　　　　１
…　　

（１）このきまりの改定は生徒や父母の意見を参考にして
、学校…

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
エ　　　　が検討して行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

１附則　　　　　　　　　　　　　　　　　１
１（１）このきまりは

、平成４年１２月２１日より施行する。　ｌ
ｌ　　　　　　　　　　　　１
　注）西桂中の校則は学校生活に必要な基本的なことをまとめたもの～
　　　で、細かな点につしｒては生徒の良識や遭切な判断カに委ねる部…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
　　　分が多くなってしｒます。　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
〕』』』』』』一，〕１〕，〕一，〕』一一』１一』』一一一』ｆ一』１〕』１－Ｈ－１一一１〕一１〕一１〕ＩＨ〕』１〕』１〕〕１－１〕〕，〕，

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通
じ
経
験
豊
富

な
方
に
お
願
い
し
た
ら
。

中
学
校
　
子
供
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
守
る
た
め
、
生
徒
の
事
件

に
は
学
校
と
家
庭
以
外
の
第
３

者
は
入
れ
な
い
。

問
　
不
登
校
と
登
校
後
の
保
健

室
通
い
の
実
態
は

中
学
校
　
不
登
校
に
つ
い
て
は

若
干
名
い
る
。
家
庭
と
連
絡
を

密
に
取
っ
て
お
り
、
つ
ね
に
登

校
が
出
来
る
よ
う
に
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
る
。

　
登
校
し
て
も
授
業
を
受
け
ら

れ
な
い
「
保
健
室
登
校
」

に
つ

い
て
の
平
成
９
年
度
の
状
況
は
、

病
気
な
い
し
精
神
的
な
問
題
で

若
干
名
が
保
健
室
で
休
ん
で
お

り
　
生
徒
が
い
や
な
授
業
を
避

け
る
傾
向
に
あ
る
。

　
し
か
し
悩
み
を
抱
え
る
生
徒

に
授
業
を
強
要
す
る
と
、
逃
げ

場
を
失
い
問
題
行
動
に
つ
な
が

る
の
で
、
生
徒
の
悩
み
を
受
け

入
れ
る
よ
う
慎
重
な
指
導
を
実

施
し
た
。

　
現
在
は
カ
ゼ
も
少
な
く
な
っ

て
一
人
も
い
な
く
な
っ
た
。

問
覚
醒
剤
シ
ン
ナ
ー
問
題
は
。

中
学
校
　
学
校
と
し
て
そ
の
よ

う
な
事
実
を
把
握
し
て
い
な
い
。

一１３一



帥
．拶

月

｝
一
・
・

建設文敦常任委員

富士吉田市上暮地字米倉地内に水道用地取得

道路建設相談委員会は議員と倉見区有識者で構成

区

水
道
課
概
要
説
明
　
生
活
用
水

と
し
て
安
全
で
安
心
で
き
る
水

道
水
の
供
給
に
努
め
て
い
る
。

現
在
の
高
区
配
水
池
（
貯
水
タ

ン
ク
）
よ
り
高
台
に
新
配
水
池

を
設
け
、
水
圧
不
足
の
解
消
を

図
る
。
こ
の
た
め
土
地
の
取
得

を
検
討
し
た
結
果
、
地
権
者
の

内
諾
を
い
た
だ
い
た
。
面
積
は

約
８
２
５
空
ｍ
，
２
５
０
坪
、
取

得
所
在
地
、
富
士
吉
田
市
上
暮

地
字
米
倉
地
内
で
あ
る
。

　
取
得
地
に
建
設
す
る
貯
水
池

の
大
き
さ
は
災
害
等
の
場
合
で

も
半
日
か
ら
ー
日
は
給
水
で
き

る
大
き
さ
を
考
え
て
お
り
、
高

さ
と
し
て
は
現
在
の
高
区
配
水

池
よ
り
約
２
０
ｍ
高
台
に
位
置
す

る
。
現
在
の
配
水
池
に
つ
い
て

は
予
備
用
と
し
て
維
持
す
る
。

＾
平
成
ｍ
年
４
月
契
約
済
）

建
設
課
槻
要
説
明
　
こ
れ
か
ら

の
県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
整
備

等
に
つ
い
て
、
県
当
局
に
陳
惰

し
て
い
く
上
か
ら
も
、
道
路
建

設
相
談
委
員
の
選
出
を
お
願
い

し
た
い
。

協
議
の
結
果
　
○
町
議
会
議
員

は
全
員
１
１
名
が
委
員
と
な
る
。

　
倉
見
区
以
外
か
ら
の
学
識
経

験
に
よ
る
委
員
の
選
出
は
し
な

い
。
　
倉
見
区
の
学
識
経
験
に

よ
る
委
貝
は
、
町
長
と
地
元
議

貝
で
相
談
し
な
が
ら
選
出
し
て

い
く
。
人
数
に
つ
い
て
は
必
要

数
と
す
る
。

琴
年

革
．

■
１
．

■
．’

一

全員協

中学校裏山開発について町内５地区で説明会開催予定

憩いの森トイレは移転しない電カ供給の目処あり
、

企
画
振
興
課
概
要
説
明
　
計
画

実
施
に
あ
た
っ
て
、
町
内
の
５

地
区
で
の
説
明
会
を
実
施
す
る
右

地
質
調
査
の
実
施
、
外
部
専
門

委
員
及
び
役
場
職
員
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
す

る
。
事
務
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
議
会
に
逐
次
報
告
す
る
。

問
　
開
発
区
域
内
に
参
入
す
る

企
業
は
。

町
長
　
国
内
有
力
企
業
が
集
客

施
設
を
建
設
し
て
お
客
を
入
れ

る
。
工
場
用
地
は
、
無
公
害
企

業
と
し
て
食
品
関
運
数
社
の
照

会
が
あ
る
。

間
開
発
費
用
は
。

町
長
　
開
発
区
域
造
成
費
及
び

下
暮
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

を
兼
ね
た
開
発
区
域
へ
の
取
付

道
路
建
設
費
で
、
合
計
約
２
３
億

円
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

問
　
開
発
区
域
内
の
雨
水
等
の

処
理
は
。

企
画
振
輿
課
　
調
整
池
を
設
置
。

患
い
の
奏
台
一

公
聚
ト
イ
レ
ー
カ
竈
保

企
画
振
輿
課
概
要
説
明
　
１
０
年

２
月
上
旬
に
地
主
よ
り
連
絡
が

あ
り
、
前
回
提
示
し
た
条
件

（
議
会
だ
よ
り
１
９
号
５
ぺ
－
ジ

参
照
）
を
撤
回
し
、
町
へ
の
土

地
譲
渡
に
意
欲
を
示
し
た
。
こ

の
た
め
電
力
確
保
の
目
処
が
立

っ
た
の
で
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
移
転
を
取
り
や
め
、
東
京
電

力
と
協
議
を
開
始
す
る
。

憩いの森公園内公衆トイレ（中央部〕

一１４一



鰯ｏ砂多厨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

も
８
８
～
“
○
■
ヨ
舳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

す
わ
は
ち
ま
ん

諏
諦
八
幡
榊
祉
と
本
町
乎
供
み
こ
し

説
明
本
町
・
勝
俣
幸
夫
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
九
一
Ｌ
・
「

　
　
諏
訪
八
幡
神
社
は
人
皇
第
１
２

　
　
叶
い
一
」
ヨ

　
代
景
行
天
皇
４
１
年
（
紀
元
７
７

　
　
　
　
　
　
　
そ
・
「
圭

　
－
年
）
に
よ
り
創
祀
さ
れ
、
以

　
来
２
度
に
わ
た
り
近
隣
の
類
焼

　
に
よ
り
全
部
焼
失
を
し
ま
し

　
　
　
げ
ん
毛
く

　
た
。
元
禄
７
年
（
１
６
９
４
年
）

　
に
最
初
の
再
建
が
な
さ
れ
、
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岨
・
「
れ
皇

　
在
の
本
殿
と
拝
殿
は
宝
暦
８
年

　
（
１
７
５
８
年
）
に
２
度
目
の

　
再
建
が
行
わ
れ
た
時
の
建
物
で

　
あ
り
ま
す
。

　
　
当
時
の
氏
子
の
寄
進
状
況
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
唱
「
が
ち
よ
・
「

　
記
載
さ
れ
た
一
記
録
（
宝
加
帳
〕

諏訪八幡神社拝殿と本町子供みこし

　
を
も
と
に
話
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
圭
上
，
「

　
　
最
初
の
焼
失
が
貞
享
３
年

　
（
１
６
８
６
年
）
で
す
か
ら
、

　
元
禄
７
年
の
再
建
ま
で
に
約
８

年
を
経
て
お
り
、
一
つ
の
社
を

　
再
建
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
か

　
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
す
由
お
ん
み
牛
昔
く

∴
．
．
・
・
諏
誇
御
宮
作
宣
加
．
帳

．
。
小
沼
村
本
町
氏
子
　
　
６
６
戸

．
一
か
圭
ぞ
ね

■
一
．
柿
曽
根
村
＾
現
在
の
柿
園
区
）
．

一
氏
子
　
　
　
　
　
　
４
８
一
戸

　
　
　
　
」
ん
韮
ち

ゲ
小
沼
村
新
町
（
現
在
の
本
町
区

巾

一
■
■
■
の
一
部
）
氏
子
　
　
　
ｕ
戸

一
十
日
市
場
村
・
夏
狩
村
｛
２
村

一
と
も
都
留
市
内
の
集
落
）
外
氏
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

一
子
　
　
　
　
　
４
戸
＾
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
上

．
一
金
額
は
当
時
の
貨
幣
で
二
戸
あ
へ
、

一
．
た
り
・
影
８
影
ら
暖
丁
沼
村
本
町
氏
子
芦
一

ブ
■
．
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
一
２
４
文
と
記
録
さ
れ
．
で
い
ま
す
。
／
｝
小
沼
村
新
町
氏
子
　
　
２
２
戸
　
ｖ

、
一
御
宮
の
大
工
倉
見
村
蛮
融
、
∴
小
沼
村
柿
曽
根
氏
子
犯
戸
一

抽
－
・
…
－
主
・
ぴ
鰻
搬
・
一
一
、
寒
村
一
大
月
市
内
の
釜
・
一
、

、
一
元
禄
７
年
９
月
１
５
日
　
　
　
　
　
“
１
対
幟
村
（
都
留
市
内
の
集
落
）
一

　
　
次
に
２
度
目
の
再
建
に
つ
い
　
、
外
氏
子
　
　
　
　
　
８
戸

　
て
は
、
焼
失
は
、
蜜
副
ポ
年
（
１
　
／
一
戸
で
最
高
２
７
両
、
最
低
で
ー
∴

　
７
４
６
年
）
で
、
再
建
は
１
２
年
　
一
〇
〇
文
、
合
計
約
１
Ｏ
Ｏ
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
よ
晶
カ
不
明
］

　
後
の
宝
暦
８
年
と
な
り
ま
す
。
　
一
一
．
・
．
御
本
丸
棟
梁
平
ノ
大
鰭
頭
善
地
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
棄
真
妻
Ｌ
誇
か
宝
身
圭
ヒ
け
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
神
主
　
渡
辺
山
城
守
藤
原
福
重
．
・
．
’

一
，
、
、
勢
簸
榊
榊
，
．
∴
湊
皐
碁
杢
始

一
　
八
帖
ざ
、
、
グ
峰
峰
｝
唯
噌
…
」

■膨．■■■■■■”
元気に担ぐ本町の子供たち

　
以
上
で
宝
加
帳
の
紹
介
を
終

り
に
し
て
、
不
思
議
発
見
に
こ

だ
わ
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
３
０
０
年
も
前
か
ら
小

沼
本
町
と
い
う
集
落
名
が
変
わ

ら
ず
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
よ
く
も
ま
あ
昔
か
ら
変

わ
ら
ず
に
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

次
に
、
現
在
上
町
の
浅
問
神
社

の
氏
子
で
あ
る
柿
園
が
か
つ
て

は
柿
曽
根
と
し
て
こ
の
神
社
の

氏
子
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
い

つ
ど
の
よ
う
な
理
由
で
変
わ
っ

た
の
か
は
っ
き
り
と
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
か
な
り
以
前
に
本

町
と
柿
曽
根
で
境
界
争
い
、
水

争
い
が
た
び
た
び
起
こ
っ
た
こ

と
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

辺
が
原
因
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
は
大
人
み
こ
し
だ
っ
た

　
　
　
本
呵
の
子
供
み
こ
し

　
以
前
、
本
町
の
み
こ
し
は
大

人
み
こ
し
と
し
て
担
ぎ
ま
し
た
。

そ
れ
が
戦
時
中
昭
和
１
９
年
の
祭

礼
の
お
り
、
ち
ょ
つ
と
し
た
ト

ラ
ブ
ル
で
み
こ
し
が
ひ
ど
く
損

傷
し
、
終
戦
後
修
復
さ
れ
、
子

供
み
こ
し
と
し
て
中
学
生
、
小

学
生
が
担
い
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
中
学
生
は
担
が
な
く

な
り
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら
小
学

生
と
保
育
園
児
が
荷
車
で
引
く

占
つ
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
衆

の
威
勢
の
よ
い
暴
れ
み
こ
し
と

は
隔
世
の
思
い
で
す
。

　
こ
の
み
こ
し
も
百
数
十
年
前

の
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

諏
訪
八
幡
神
社
と
共
に
い
つ
ま

で
も
護
り
継
が
れ
て
ゆ
く
こ
と

を
念
じ
て
い
ま
す
。
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